











文化に即したソーシャルスキルが獲得されることは､ホス トとの関係の形成 ･維持 ･発展を促して､
ホストから獲得されるソーシャル ･サポートを増すとみられている｡筆者らが､アメリカ等への海外
留学を経験した日本人学生を対象に実施した調査においても､この仮説に即した結果が得られている










































Ⅰ D N1 N2 N3 U1 U2 U6 U7
性 別 女 女 男 男 女 女 女
学 年 5 3 4 3 4 4 4
























⑤5種類のサポート (a勉強 ･研究､b相談 ･励ます､C一緒に楽しむ等､d物やお金､e生活に必要
な情報)に対する援助期待､⑥関係の満足度､⑦依頼度 (相互依存度)､⑧接触頻度を尋ねた｡加え
てどのような話をするかという､⑨話題 (個人的 ･一般的)､⑳既知性 (渡米前から知っていたか)､
⑪近接性 (同じ市内に住んでいるか)について尋ねた (表2)0
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②日本人以外 (どこの国の人ですか?) ② ( )






その他 (丑他の友人知人(具体的にいうと?)⑦ ( )
次のことの助けを期待できますか? a.(D ② ③a.勉強､研究
①できる b.相談､励ます b.(》 (参 ③
(参どちらとも C.一緒に楽しむ､出かける C.(∋ ② (参
いえない d,物やお金 d.(D (参 ③






































Ⅰ D N1 N2 N3 U1 U2 U6 U7
初 中 期 10 10 10 5 10 8 10








日本人 アメリカ人 他 国人 合計
留学初中期 21.1 50.0 28.9 100.0
留学後期 27.9 48.5 23.5 100.0
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表5 調査協力者別にみたネットワーク構成員の国籍割令 (%)
アメリカ人友人割合 日本人友人割合 他国人友人割合
協力者 ①初中期 ②後期 ①初中期 ②後期 ①初中期 ②後期
N1 60,0 80.0 10.0 00 300 20,0
N2 50.0 500 20.0 30.0 30.0 20.0
N3 50,0 60.0 10.0 30.0 40.0 10.0
U1 100.0 50.0 0.0 20.0 0.0 30.0
U2 30.0 25.0 30.0 12.5 40.0 62.5
U6 0.0 100 50.0 60.0 50.0 30.0































60.0 41.4 57.9 42.1
40.0 42.4 42.1 57.9
84.4 87.9 84.2 100,0










86.0 78.8 42.1 89.5
80.0 84.9 73,7 89.5
73.3 93.9 73.7 94.7
28.9 12.1 47.4 26.7






関係満足度 93.3 87.9 63,2 94.7 100.0 100.0
w(冨讐)1 相互依存度 48･9 63･6 47･4 79･0 654 688
接触頻度 80.0 72.7 94.7 94.7 80.8 93.8
関係性2 既知性 11･1 3･0 10･5 0･0 0･0 0･0
(特性) 近接性 68.9 66.7 84.2 100.0 92.3 87,5
a,個人的 77.8 69.7 79.0 89.5 60.0 81.3
b.一般的 91.1 100.0 100.0 100.0 96.0 100.0
注) 各日本人留学生が記した構成月の人数の総和のうち､何名が当該の項E=こあてはまったかという割合を
示した｡ネットワーク構成員の総数は､留学初中期は63名､留学後期は68名｡
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表7 調査協 力者 の主 なソー シャル ･サ ポー ト ･ネ ッ トワークの構造
ネットワークの存在する地域 現地 (アメリカ) 日本
ネットワーク構成月の4分.塀カテゴリー ホスト国の人 日本人 他国人 大学のシステム
調査協力者 N1 初中期 (1)クラスメイト (6)ルームメイト (5)韓国人JL,-ムメイト (8)米国人数取月
2)クラスメイト (7)チェコ人ルームメイト (9)米国人留学アド
(3)クラスメイト4 (10)韓国人クラスメイト パイザー
後納 l1)クラスメイト (5)韓国人友人2 (6)米国人サークル
(2)友人13ホストマザー4クラスメイト890(》 (7)韓国人クラスメイト の先生3
N2 初中期 (5)友人 (3)友人 1)錬国人クラスメイト (9)米国人教職n
(6)友人8 4lO&^ (4)クラスメイト (2)韓国人クラスメイト7エチオピア人友人
後期 (5)友人 (1)クラスメイト 2)韓国人クラスメイト
6ー)友人5(8クラスメイト90 (3)友人7 (4)梓国人クラスメイト
N3 初中期 (1)クラスメイト2友人345 ㈹友人 (6)韓El人友人7 国 クラスメイト8絶9
後期 (1)友人23クラスメイト4教会57 (6)クラスメイト68ao友人 (9)韓国人クラスメイト
U1 初中期 (2)クラスメイト345 (1)米国人指導教官
後期 (1)クラスメイト (7)友人 (2)香港人クラスメイト
(3)クラスメイト6友人9的 (8)クラスメイト (4沖国人クラスメイト5)韓
U2 初中期 (1)友人 (8)知人7 (3)タヒチ人友人 (7)米国人教職月




U6 初中期 (7)クラスメイト (3)友人 1)韓国人友人
(8)クラスメイト (4)友人69抜uOクラスメイト (2)韓国人クラスメイト5中El友人
後期 (81友人 (3)サークル伸TuJIl5友人67抜91q (1)韓国人友人2コロンビア人サークル仲間 lO4沖


















築 していた｡ホス トとの交流には総 じて積極的であり､身の回りに交流を開拓 していき､同国人や他
国人とも交流の輪を広げていた｡そのネットワークからは､勉強やコンパニオンシップ､情報といっ
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高碗変 ･西村任意 .田中共子 (2009)｢短期日本人留学生のソーシャルサポート･ネットワークの構
造に関する定性的研究｣r静岡大学国際交流センター紀要j第3号､pp.61-77
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